
（２）持続的なまちづくりについて【資料２】 説明要旨

１．将来を見据えた市の基本方針

・本市は、人口が 2033 年に 1 万 3200 人、2050 年には 8600 人まで減少するという推計を

行っており、この将来の人口規模にあわせ行政機能を最適化していくことが、将来世代

に過度な負担をかけることなく、安定した市民サービスを提供するために不可欠である

と考えています。

・単なる財政難を理由とする経費削減ではなく、「人口規模に行政サービスを合わせていく」

という視点に立っています。人口が減り経費が膨らめば、結果として本来続けるべき事

業さえも実施できなくなるという強い危機感を持っています。

２． 事務事業アセスメント（行政サービスの評価・見直し）

・本市は行政改革の一環として事務事業アセスメントを行っており、以下のとおり個々の

事業の見直しを予定しています。

【令和 8年度（2026 年度）予算に向けた見直し】

①グリーンパートナー推進事業

現行事業は縮小・統合・廃止を検討し、より幅広い交流が図られる形へ改善します。

②みよし市・川内村小学生交流事業

派遣児童数の減少という現状を踏まえ、オンラインによる交流への移行を検討します。

③市民自主企画事業

利用者が固定化・少数化していることから、令和 7年度末をもって廃止します。

④高齢者学習推進事業

多様な講師確保やカリキュラム作成が困難になっているため、令和 8年度からカリキュ

ラムを縮小します。

⑤総合型スポーツクラブ推進事業

公民館事業と内容が重複するため、運営委員会と協議の上、令和 8年度から縮小する方

針です。

【令和 9年度（2027 年度）予算に向けた見直し】

①高齢者入浴料助成事業

家庭の入浴設備が普及したことや、利用実態における公平性の観点から、令和 8年度末

をもって廃止いたします。

②いきいき健康センター管理運営事業（ぷらっと）

施設の老朽化や維持費増大を考慮し、令和 8年度末をもって廃止します。なお、それ以

前に大型設備の更新が必要となった場合は、廃止を前倒しする場合があります。

③世界のめん羊館管理運営事業

今後の「羊」を活かした魅力ある観光施設のあり方として、経営体制について総合的に

検討を進めてまいります。



３．公共施設の最適化（再編）

・本市は、平成 17 年の合併から 20 年が経過し、施設の重複と老朽化が深刻な課題である

と認識しています。これまで施設の長寿命化に努めていましたが、限界に達しつつあり

ます。利用団体や青年層、農業者団体など多くの皆様と意見交換を重ね、現段階で以下

の方針としています。

【統合を予定する施設】

①市民文化センター大ホール

未耐震で築 60 年が経過し、利用実績も限定的である一方、更新には莫大な費用がかかる

ため、令和 12 年 3 月までに「あさひサンライズホール」へ統合します。設備の不具合発

生時は、統合を前倒しします。

②あさひスキー場

リフトが耐用年数を超過し、安全運行と財政の両面から更新は困難と判断し、令和 8年

3月をもって「日向スキー場」へ統合します。

③朝日プール

開設から 56 年が経過し、主要設備の更新も必要なことから維持は困難と判断し、令和 8

年 3月をもって「南郷プール」へ統合します。

④農畜産物加工体験交流工房の～む

利用者の皆様からの強いご要望を受け、協議の結果、当初案から 1年延長し令和 9年 3

月をもって「朝日の農産加工実習施設」へ統合することといたしました。ただし、既存設

備が故障した場合はその時点で加工品目を制限又は閉鎖となることを条件としており、

この点については利用者の皆様にご説明し、ご理解をいただいています。

【廃止・休止を予定する施設】

①天塩川パークゴルフ場

重複施設最適化のため、令和 9年 3月末で廃止します。

②つくもスケート場・③カーリング場

老朽化や維持管理の労力増大から、令和 9年 3 月末に廃止する方針です。ただし、スケ

ート場については民間の可能性を引き続き探り、カーリング場は重複施設がないため、

関係団体との協議を継続しています。

④朝日公民館（壬子分館・三栄分館・登和里分館）

公民館機能は令和 8年 3月に朝日公民館へ統合します。一方で、建物自体の存続につい

ては、長寿会での活用やその期間について、引き続き地域の皆様と協議してまいります。

⑤朝日多目的交流施設

地域からの存続を望む強いご意見を踏まえ、廃止時期は繰り下げ、今後のあり方を地域

と継続協議することとしました。ただし、市の財政状況から大規模な修繕・改修は行わ

ない方針を地域に示しています。

⑥天塩川テニスコート

現在・将来ともに利用の見込みがないため、休止とします。



【あり方を継続協議する施設】

・以下の施設について、中長期的な視点でそのあり方を継続して検討します。

①朝日中学校

義務教育学校として開校する準備を進めています。

②東高等学校

現校舎の老朽化が著しいため、市の既存施設等を活用した早期の移転について協議を進

めています。

③まなべーる・④総合体育館

施設のあり方について継続して検討しています。


